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2. 静 的強度試 験1)
各種の床パネルと壁パネルについてその静的強度試験を行ない,性能評価を行なった｡供試パネルの表面














グレード 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9




価 を行 う｡ *中央たわみ5mm毎の段階繰返し荷重の場合にのみ適用
表2 面に平行な積載荷重のグレーディング







グレ-ド 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
k9.m l I0.003 0.3 1 3 10 30 100 300 1000
実用上許容し得る破損時の最高の衝撃エネルギー(kg･m)について評価を行う｡






ルはほぼグレード4に評価されたが 4mm ラワン合板を張ったパネルより一般に低い値で,2.5mm ラワ
ン合板を張ったパネルはグレード3となった (図 1)｡床パネルの性能は 9mm ラワン合板を張ったパネル



























図 1 面に垂直な積載荷重に対する性能一壁パネル 図2 面に垂直な積載荷重に対する
性能一床パネル
であった ｡
局部荷重に対する壁/くネルの性能は一部の 9mm 石コウ板を張ったパネル (中縦桟, 中横桟ともに 1本)
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ささくれが生じ (△),次に中桟と面材との接着はく離が中桟の端部で起 り(○),荷重の繰返 しとともには





















































住宅の床における荷重 (例えば人の歩行)の繰返し限度を 106回程度 (約 100回/1日を30年)と仮定する
と,常態における合板/くネルの疲労限度強度は 293kgf,PBパネルのそれは 179kgfであり,飽水での合












軽度の跳躍 (6-7cm)(同3.5-3.7倍)では,70kgの人で 200kgr～260kgrの負荷となる｡ これに対す
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